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Ⅰ　

は
じ
め
に

　

昨
年
は
、
２
０
２
０
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
が
東
京
に
決
ま

り
国
中
が
沸
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ソ
チ
で
開
催
さ
れ
た
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
代

表
と
し
て
出
場
し
た
中
学
生
・
高

校
生
と
い
っ
た
若
い
ア
ス
リ
ー
ト

が
活
躍
し
、
メ
ダ
ル
獲
得
や
入
賞

の
快
挙
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

我
が
町
に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー

ツ
部
門
で
は
、
全
国
中
学
校
ス
ケ

ー
ト
大
会
で
、
中
学
校
新
記
録
を

更
新
し
て
優
勝
す
る
と
い
っ
た
快

挙
が
あ
り
ま
し
た
。
学
問
部
門
で

は
、「
科
学
の
甲
子
園
ジ
ュ
ニ
ア

大
会
」
に
出
場
し
た
中
学
生
が
、

数
学
・
理
科
の
難
問
を
解
い
て
全

道
優
勝
し
、
全
国
大
会
へ
進
出
す

る
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
本
人
た
ち

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
町
を
挙
げ

て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
創

意
工
夫
さ
れ
た
学
習
指
導
の
積
み

重
ね
に
よ
り
、
育
ま
れ
て
き
た
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
に
は
、
広
大
な
別

海
原
野
を
苦
労
を
重
ね
て
開
拓
し
、

町
を
発
展
さ
せ
て
き
た
先
人
た
ち

の
血
が
脈
々
と
流
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
に
は
そ
れ
を

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
使
命

が
あ
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
別
海
町
を
愛
し
、
豊

か
な
人
間
性
や
生
き
抜
く
力
を
育

む
「
人
づ
く
り
の
教
育
」
は
、
別

海
町
発
展
の
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

 

Ⅱ　

教
育
行
政
執
行
の

　
　
　

基
本
的
な
考
え
方

　

我
が
国
の
教
育
改
革
は
、
教
育

基
本
法
の
改
正
を
基
本
に
、
国
家

の
大
事
業
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

別
海
町
教
育
委
員
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
教
育
基
本
法
の
教
育

の
目
的
で
あ
る
「
人
格
の
完
成
」

を
、
教
育
行
政
の
究
極
の
目
的
と

し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、
社

会
教
育
で
は
、「
町
民
一
人
一
人

が
自
ら
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
た

め
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
の
中
で
そ
の
学
び
を

活
か
し
、
共
生
す
る
地
域
づ
く
り

や
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
創
意
あ

る
社
会
教
育
活
動
」
を
推
進
し
ま

す
。

　

学
校
教
育
で
は
、「
次
代
の
本

町
を
担
う
人
材
の
育
成
に
向
け
、

自
立
し
て
社
会
で
生
活
で
き
る
生

き
る
力
を
育
む
信
頼
さ
れ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
や

学
校
の
特
性
を
活
か
し
、
特
色
あ

る
教
育
活
動
の
展
開
」
に
努
め
ま

す
。

　

本
町
の
町
づ
く
り
は
、
社
会
教

育
・
学
校
教
育
の
両
輪
を
連
動
さ

せ
、
ま
ず
は
人
づ
く
り
か
ら
始
め

る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。

 

Ⅲ  

主
要
施
策
の
推
進

１　

生
涯
学
習
の
振
興

　

生
涯
学
習
の
目
的
は
人
づ
く
り

で
あ
り
、
町
民
の
一
人
一
人
が
生

涯
に
わ
た
っ
て
自
己
実
現
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
ら
学
び
、

学
習
成
果
を
活
用
・
評
価
で
き
る

よ
う
な
時
と
場
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
本
町
の
生
涯
学

習
推
進
の
根
幹
と
な
る
「
育
て
よ

う
、
別
海
町
の
『
学
び
の
木
』」

の
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の

発
達
課
題
達
成
を
目
標
に
し
、
生

活
を
通
し
て
身
に
付
け
た
技
術
や

知
恵
を
次
世
代
の
担
い
手
に
還
元

す
る
循
環
型
の
学
習
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
け
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　

仮
称
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
に
つ
い
て
は
、「（
仮
称
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
基
本
構

想
策
定
委
員
会
」
に
お
い
て
、
議

論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

様
々
な
視
点
か
ら
検
討
を
行
い
、

本
町
の
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
り
、

ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
中

核
と
な
る
施
設
の
建
設
を
目
指
し

ま
す
。

　

平
成
24
年
秋
か
ら
始
め
た
乳
幼

児
か
ら
図
書
に
親
し
む
「
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
」
は
、
保
護
者
に
た
い

へ
ん
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
言

葉
と
心
を
育
む
た
め
に
は
、
周
囲

の
人
か
ら
優
し
く
語
り
か
け
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
乳
幼
児
期
は
、
こ
う
し

た
語
り
か
け
を
通
し
て
、
自
分
が

愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
言

葉
を
介
し
て
心
を
通
わ
せ
る
こ
と

を
学
び
ま
す
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

は
、
こ
の
よ
う
な
か
け
が
え
の
な

い
ひ
と
時
を
、「
絵
本
」
を
介
し

て
持
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
や
学
校
で
保
護

者
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
「
読
み
聞

か
せ
」
活
動
が
年
々
広

が
り
を
見
せ
て
お
り
、

全
地
域
で
行
わ
れ
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
読
書
に
対

す
る
活
動
は
、
人
を
思

い
や
る
優
し
い
心
づ
く

り
や
生
き
る
た
め
の
知

恵
を
持
っ
た
優
秀
な
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
生
涯
学

習
の
目
的
で
あ
る
「
ひ
と
づ
く

り
」
を
目
指
し
た
大
切
な
取
り
組

み
で
す
。

　

生
涯
学
習
推
進
の
た
め
の
実
践

研
究
機
関
で
あ
る
「
別
海
町
生
涯

教
育
研
究
所
」
と
の
連
携
を
深
め
、

『
学
び
の
木
』
の
発
達
課
題
を
確

認
し
な
が
ら
生
涯
学
習
の
振
興
を

図
り
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
成
長
に
は
、
生
活
リ
ズ

ム
の
確
立
や
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
育
成
が
重
要
で
あ
り
、
平
成
19

年
度
よ
り
、
生
活
習
慣
改
善
ス
ロ

ー
ガ
ン
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご

は
ん 

テ
レ
ビ
を
止
め
て
外
遊
び
」

を
掲
げ
て
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、

テ
レ
ビ
や
携
帯
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
多
く
の

時
間
が
奪
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
昨
年
８
月
に
は
、
全
国
の

中
高
生
の
う
ち
51
万
人
が
ネ
ッ
ト

依
存
に
陥
っ
て
い
る
と
の
報
道
も

あ
り
、
本
町
の
中
高
生
に
も
一
層

気
を
配
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
生
涯
教
育
研
究
所

を
中
心
に
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
重
点
に
施
策
を
講
じ
ま
す
。

教
育
行
政
執
行
方
針教

育
長
　
真
籠
　
　
毅

別海町観光協会

BMG

BMG

60歳以上
高齢期成人

後
期

40～59歳
  

成

人
前期

30
～
39
歳 
 

18～29歳  青年期

高

校生
期

15

～1
7歳
  

中学生期

12～14歳  

小
学
生
期

幼児
期4～

5歳     

育てよう　別海町『平成26年学びの木』
べつかい

運　　動 地域との関わり 家庭教育 自己実現 学　　習 読　　書 重点項目
（メディア・生活習慣）

　6～
11歳

乳幼児
期　0～

3歳

早寝早起き朝ごはん テレビを止めて外遊び
別海町教育委員会・別海町生涯教育研究所

地域のお祭りや
イベントに積極的に
参加しよう

計画を立てて
しっかり勉強しよう

　　自分のやりたい
ことや好きなことについ
て考え、将来の自分
を想いえがこう

色んな本を読んで
心を豊かにしよう

携帯端末は
家庭でルールを
決めて使うよう
にしよう

友達と一緒に
元気に外で元気よく
遊びましょう 自分の気持ちを相手

に伝え、譲り合ったり、
我慢したりする
ことを覚えよう

遊んだ後の、
後片付けをしっかり
しましょう

見たい番組を
決めてテレビを
見るようにしま
しょう

色んな本を
読んで知識を
高めよう

自分に必要な
勉強をしよう

ボランティアとして
地域の活動に
関わろう

　 自分の進路につい
 て考え、色んな人と
話し、色んなことに
挑戦しよう

しっかりとした
メディアリテラ
シーを身に
つけよう

教養を高める為
の計画的な学習に
取り組みましょう

生涯続けていける
スポーツを見つけ

ましょう

健康に関心を持
ち、進んで健康管
理に取り組み
ましょう

体力にあった
無理のない運動
を継続して
いこう

社会のリーダー
として必要な学習を
行い、積極的に
活動しましょう

年齢にあった
健康管理をしっかり
行い、生活習慣病
の予防をしよう

趣味や教養を
　生かして豊かな
　　生活を送りま
　　　　　しょう

地域の行事に
積極的に参加し、様々
な人と交流を深めて

見ましょう

からだの安全と
健康の保持に
努めましょう

子どもと一緒に
色々な遊びをして
みましょう

子どもによりそい、
気持ちを受け止めて

みましょう

2歳までは
テレビを控え
ましょう

色んな運動に
挑戦しよう

 自他の違いに
気付くとともに、
  友達のよさを認め、
　　 互いに協力し
　　　  合おう

色んな本を
読んで読書を
楽しもう

インターネットの
正しい使い方を
学び、マナーを
守って活用
しよう

家庭学習の習慣を
身に付けよう

自分で選んだ
スポーツを続けながら
体力の増進に努め

ましょう

広い視野に立った
一般教養を身に
つけましょう

自らの健康につい
て考え、食生活や
生活習慣を見
直しましょう
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学
校
教
育
の
充
実

　
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

の
結
果
、
北
海
道
は
全
国
的
に
見

て
低
位
に
在
り
、
北
海
道
教
育
委

員
会
で
は
、「
平
成
26
年
度
ま
で

に
全
国
平
均
以
上
に
す
る
。」
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
学
力
は
、
ほ
ぼ
全
道
平

均
に
並
ぶ
と
こ
ろ
ま
で
き
て
お
り
、

各
教
科
に
よ
っ
て
は
全
国
平
均
を

大
き
く
上
回
る
学
校
も
で
て
き
て

い
ま
す
。
学
校
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
学
力
向
上
に
向
け
て
創
意
と

工
夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
を
進

め
た
効
果
が
徐
々
に
現
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
行

っ
て
き
た
少
人
数
指
導
・
習
熟
度

別
指
導
・
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
、
巡
回
指
導
教
員
の
派
遣
な
ど
、

指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
の
取
り

組
み
に
加
え
、
教
員
の
資
質
・
指

導
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
教
育

先
進
地
に
教
員
を
派
遣
し
、
調

査
・
分
析
・
研
究
を
行
い
、
別
海

の
地
域
に
あ
っ
た
基
礎
学
力
の
向

上
を
目
指
す
た
め
「
生
き
抜
く
力

（
質
の
高
い
学
力
・
豊
か
な
心
・

逞
し
い
生
活
力
）
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。
生
き

抜
く
力
を
育
み
、
確
か
な
学
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

別
海
型
の
学
校
教
育
の
構
築
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
別
海

中
央
小
学
校
が
「
学
校
力
向
上
に

関
す
る
総
合
実
践
事
業
」
の
管
内

唯
一
の
指
定
校
と
し
て
、
中
春
別

小
学
校
と
上
西
春
別
小
学
校
が
近

隣
協
力
校
と
し
て
指
定
さ
れ
、
共

同
し
て
包
括
的
な
学
校
改
善
の
た

め
の
実
践
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、「
学
校
経
営
」「
授

業
改
善
」「
人
材
育
成
」
を
３
つ

の
柱
に
、
今
後
の
新
た
な
学
校
の

姿
を
研
究
す
る
事
業
と
し
て
注
目

を
集
め
て
お
り
、
す
べ
て
の
教
職

員
が
新
し
い
事
業
に
真
摯
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
、
学
校
間
連
携
や
教
師
間
交

流
が
進
ん
で
徐
々
に
効
果
が
現
わ

れ
て
お
り
、
今
後
は
町
内
全
校
に

そ
の
成
果
が
つ
な
が
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

生
徒
指
導
面
で
は
、
平
成
25
年

６
月
に
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
」
が
公
布
さ
れ
、
国
を
挙
げ
て

い
じ
め
の
防
止
対
策
が
図
ら
れ
て

お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
道
徳
教

育
の
充
実
を
含
め
、
未
然
防
止
に

努
め
る
と
共
に
、
法
に
定
め
ら
れ

た
施
策
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
不
登
校
に
つ
い
て
は
、
発

生
件
数
は
微
増
な
が
ら
も
低
年
齢

化
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
「
心
の
教
育
」
を
推
進
し
、

教
育
相
談
の
充
実
や
臨
床
心
理
士

の
活
用
等
、
積
極
的
な
生
徒
指
導

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
安

心
・
安
全
な
給
食
の
提
供
は
も
と

よ
り
、
食
育
の
拠
点
で
あ
る
と
の

認
識
を
持
ち
、
食
育
基
本
法
の
理

念
を
尊
重
し
、「
お
弁
当
の
日
」

な
ど
家
庭
教
育
と
も
連
携
を
深
め

な
が
ら
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
可
能
な
限
り
の
「
地
産
地

消
」
を
推
進
し
、
別
海
町
の
本
物

の
味
、
と
れ
た
て
の
味
を
子
ど
も

た
ち
に
体
験
さ
せ
る
べ
く
努
力
し

ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、
障
が
い

の
あ
る
幼
児
、
児
童
、
生
徒
一
人

一
人
の
指
導
計
画
に
基
づ
き
、
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
連
携

を
図
り
、
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も

一
人
一
人
の
発
達
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
教
育
を
推
進
し
、
将
来
の
社

会
参
加
や
自
立
で
き
る
よ
う
な
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

　

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
望
ま

し
い
生
活
習
慣
や
態
度
の
育
成
の

た
め
、
幼
稚
園
と
家
庭
・
地
域
と

の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
、
子
育

て
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
今

後
は
福
祉
部
、
保
育
所
と
も
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
保
・
幼
・
小
・

中
に
高
校
も
含
め
、
発
達
の
ス
テ

ー
ジ
を
つ
な
ぐ
連
携
の
と
れ
た
教

育
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
耐
震
化
を
優
先
し
て
行
っ
て

お
り
、
改
築
が
必
要
だ
っ
た
中
春

別
中
学
校
、
上
西
春
別
中
学
校
に

つ
い
て
は
、
改
築
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
普
段
の
学
校

生
活
の
中
で
の
安
全
確
保
を
最
重

点
と
し
、
学
校
教
育
活
動
と
、
災

害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
両
面
の

機
能
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
26
年
度
実

施
す
る
施
設
整
備
の
主
な
も
の

は
、「
上
春
別
小
学
校
大
規
模
改

修
」、「
上
春
別
中
学
校
大
規
模
改

修
」、「
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
」

「
教
員
住
宅
改
修
」
な
ど
で
す
。

３　

社
会
教
育
の
推
進

　

社
会
教
育
は
、
人
々
の
自
由
か

つ
主
体
的
で
多
様
な
学
び
合
い
を

中
心
と
し
た
自
己
形
成
の
営
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
学
習
活

動
を
保
障
す
る
た
め
の
条
件
整
備

や
環
境
醸
成
を
図
り
、
求
め
に
応

じ
た
必
要
な
支
援
を
し
ま
す
。

　

町
民
の
社
会
教
育
活
動
の
拠
点

施
設
で
あ
る
公
民
館
は
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
地
域
住
民
の
多
様
な
学
習
活

動
や
い
ち
ば
ん
身
近
な
地
域
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
認
識

し
、
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
る

と
共
に
、
学
習
活
動
等
の
情
報
を
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
町
民
に

発
信
し
ま
す
。

　

町
内
に
８
大
学
を
設
け
て
い

る
「
別
海
町
平
成
寿
大
学
」
も
13

年
目
を
迎
え
、
た
い
へ
ん
好
評
を

博
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は

２
５
０
名
が
在
学
し
、
医
療
講
演

会
や
法
律
の
学
習
会
等
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
高

齢
者
の
興
味
が
湧
く
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
検
討
し
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
公
民
館
で
開
設
し
て

い
る
０
歳
児
か
ら
３
歳
児
ま
で
の

乳
幼
児
と
母
親
を
対
象
と
し
た

「
乳
幼
児
母
親
家
庭
教
育
学
級
す

く
す
く
」
は
、
参
加
者
か
ら
と
て

も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
孤
独
に
な

り
が
ち
で
子
育
て
に
戸
惑
い
と
不

安
を
抱
え
て
い
る
若
い
母
親
た
ち

が
交
流
し
、
子
育
て
に
つ
い
て
学

び
合
い
、
情
報
交
換
を
行
な
え
る

貴
重
な
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
重
要
な
家
庭
教
育
事
業
と
し

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
更
な
る

参
加
者
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
名
人
を
講
師

に
招
聘
し
た
各
種
講
座
の
開
催
す

る
と
共
に
地
域
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

や
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
の
活
動
も
積
極
的
に
支
援

し
ま
す
。

　

ま
た
、「
第
３
次
社
会
教
育
中

期
振
興
計
画
」
は
10
年
計
画
の
６

年
目
を
迎
え
、
５
年
間
を
総
括
し
、

時
代
の
流
れ
に
即
し
た
新
た
な
課

題
に
対
応
す
べ
く
、
後
期
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

「
人
づ
く
り
」
や
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
践
化
に
、
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。
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４　

青
少
年
の
健
全
育
成

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進

行
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
希

薄
化
に
伴
い
、
青
少
年
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
全
国

的
に
青
少
年
を
め
ぐ
る
様
々
な
問

題
が
表
面
化
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
に

は
、
生
活
リ
ズ
ム
の
確
立
や
基
本

的
な
生
活
習
慣
の
育
成
が
重
要
で

あ
り
、
生
涯
教
育
研
究
所
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

等
の
青
少
年
健
全
育
成
団
体
を
中

核
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
健
全
育
成
体
制
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

　

国
際
化
時
代
、
交
流
時
代
に
対

応
し
た
人
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り

に
向
け
、
友
好
都
市
で
あ
る
枚
方

市
中
学
生
と
の
交
流
事
業
や
海
外

派
遣
事
業
へ
の
支
援
な
ど
を
進
め

ま
す
。

５　

芸
術
・
文
化
の
振
興

　

芸
術
・
文
化
は
、
人
々
に
感
動

や
生
き
る
喜
び
を
も
た
ら
し
、
豊

か
な
人
生
を
送
る
上
で
の
大
き
な

力
と
な
り
、
21
世
紀
の
地
域
活
性

化
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。
こ

の
考
え
に
立
っ
て
町
内
各
地
で
活

発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
別
海

町
文
化
連
盟
の
各
団
体
、
サ
ー
ク

ル
の
自
主
的
な
活
動
を
一
層
支
援

す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
町
民
が
、

文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
り
、

積
極
的
に
参
加
・
創
造
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
護
・
保
存
で
は
、

国
指
定
史
跡
「
旧
奥
行
臼
駅
逓
所

保
存
管
理
計
画
」
を
策
定
し
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
保

存
管
理
と
整
備
を
進
め
ま
す
。
特

に
駅
逓
所
駅
舎
は
、
老
朽
化
が
激

し
く
早
急
に
修
理
が
必
要
で
あ
り
、

保
存
修
理
工
事
実
施
に
向
け
た

「
駅
逓
所
保
存
修
理
基
本
設
計
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

北
海
道
指
定
天
然
記
念
物
「
西

別
湿
原
ヤ
チ
カ
ン
バ
群
落
地
」、

昨
年
別
海
町
指
定
有
形
文
化
財
に

指
定
し
た
「
旧
柏
野
尋
常
小
学
校

奉
安
殿
」
を
は
じ
め
、
別
海
町
歴

史
文
化
遺
産
も
含
め
た
町
内
の
貴

重
な
各
種
文
化
財
の
保
護
・
保
全

に
努
め
な
が
ら
、
教
育
的
活
用
を

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
89
箇
所
確
認
さ

れ
て
い
る
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の

う
ち
、
自
然
崩
壊
の
恐
れ
の
あ
る

「
床
丹
１
チ
ャ
シ
跡
」
に
つ
い
て
、

記
録
保
存
の
た
め
に
発
掘
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

郷
土
資
料
館
で
は
、
町
内
の
歴

史
・
自
然
に
関
わ
る
資
料
の
収

集
、
整
備
保
管
、
調
査
研
究
を
進

め
、「
ふ
る
さ
と
講
座
」
や
「
郷

土
学
習
出
前
講
座
」「
出
前
移
動

展
」
な
ど
の
教
育
普
及
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

　

旧
美
原
小
学
校
校
舎
は
、
図
書

館
の
蔵
書
庫
や
個
人
所
蔵
の
貴
重

な
保
存
文
書
庫
と
し
て
、
旧
豊
原

小
学
校
校
舎
は
、
郷
土
資
料
館
の

分
館
と
し
て
開
拓
の
苦
労
を
偲
ぶ

農
器
具
・
民
具
等
を
収
蔵
展
示
し
、

資
料
の
保
存
管
理
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
老
朽
化
し
た
郷
土
資

料
館
の
建
替
え
に
向
け
た
基
本
構

想
作
成
に
着
手
し
ま
す
。

６　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

明
る
く
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た

社
会
を
形
成
す
る
上
で
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
、
町
民
誰

も
が
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
長
年
に
わ

た
っ
て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

整
備
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
成
果
と
し
て
、
少
年
団

活
動
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
部

活
動
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
指
導
者
の
、
心
の
養
成
に
重
点

を
置
く
熱
心
な
指
導
に
よ
り
、
毎

年
全
道
・
全
国
大
会
に
お
い
て
優

秀
な
成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

別
海
町
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン

大
会
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
１
，２

９
９
名
、
５
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
５
１

３
名
、
合
計
１
，８
１
２
名
の
選

手
が
別
海
町
の
大
平
原
を
走
り
ま

し
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
選
手
は
、

道
外
か
ら
１
６
２
名
、
還
暦
を
過

ぎ
た
方
が
２
０
０
名
参
加
し
ま
し

た
。
町
民
の
温
か
い
ご
協
力
に
よ

り
、
大
き
な
感
動
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
る
こ
の
大
会
は
、
別
海
町

の
名
を
広
め
、
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム

も
あ
っ
て
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
に

成
長
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
は
、

さ
ら
に
感
動
的
な
大
会
に
な
る
よ

う
企
画
し
ま
す
。

　

本
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
肥
満

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
体
力
不

足
も
顕
著
に
現
れ
て
い
ま
す
。
生

活
習
慣
等
様
々
な
要
因
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
改
善
策
の
一
つ
と
し

て
は
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
夏

休
み
・
冬
休
み
に
プ
ー
ル
や
ス
ケ

ー
ト
リ
ン
ク
で
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
好
き
な
子
ど

も
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
今
後
も
、

別
海
町
の
特
性
を
生
か
し
た
ス
ポ

ー
ツ
を
子
ど
も
た
ち
に
広
め
な
が

ら
、
体
力
の
向
上
を
目
指
し
、
工

夫
改
善
し
な
が
ら
今
後
も
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
別
海
町
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

営
は
指
定
管
理
者
が
行
い
、
従
来

取
り
組
ん
で
き
た
多
く
の
事
業
は

指
定
管
理
者
が
実
施
し
ま
す
が
、

常
に
利
用
者
や
地
域
住
民
の
目
線

に
立
ち
、
耳
を
傾
け
、
施
設
機
能

を
最
大
限
に
活
用
し
、
創
意
工
夫

あ
る
積
極
的
な
事
業
展
開
を
図
る

よ
う
、
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
、
社
会
体
育
施

設
整
備
の
主
な
も
の
は
、「
中
西

別
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
部
分
補
修
」、

「
上
風
連
簡
易
プ
ー
ル
シ
ー
ト
張

替
補
修
」、「
尾
岱
沼
温
水
プ
ー
ル

屋
上
防
水
補
修
」
な
ど
の
補
修
工

事
で
す
。

　
「
町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
」
を
目
指

す
う
え
で
、
施
設
は
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
り
、
今
後
も
、
可
能
な

限
り
の
補
修
を
進
め
、
施
設
の
維

持
に
努
め
ま
す
。

 

Ⅳ  

お
わ
り
に

　

こ
れ
ら
の
教
育
行
政
執
行
方
針

の
具
現
化
の
た
め
に
は
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
精
神
の
も
と
、
全

町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
行
動
を
起

こ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
民
一
人
一
人
が
自
ら
の
人
生

を
豊
に
す
る
た
め
に
学
び
、
人
と

人
の
つ
な
が
り
の
中
で
そ
の
学
び

を
活
か
し
、
地
域
づ
く
り
や
ま
ち

づ
く
り
推
進
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

別
海
町
教
育
委
員
会
と
し
ま
し

て
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
密

接
な
連
携
を
図
り
、
本
町
教
育
の

振
興
発
展
に
向
け
て
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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